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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・財政政策を背景に緩やかな回復基調が続いたもの

の、ギリシャの債務問題や中国の経済減速から株式市場が乱高下するなど、先行きは不透明な情勢です。

 当社の属する衣料品小売業界におきましても、消費税率の改定以降長期化する個人消費の低迷など、不透明な事

業環境が継続しました。

 このような状況のもとで、当社は、前事業年度より引き続き、商品力の強化、人材の確保と育成、インバウンド

需要への対応、インターネット販売の強化等に取り組んでまいりました。

 また、創立以来日本製あるいは日本国内ブランドに特化することで培ってきた、日本製商品の企画力や、店舗で

の販売力を生かし、より幅広い年代をターゲットとした新業態「ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ」の店舗展開を当事業

年度より開始いたしました。

 出店は、ＳＴＵＤＩＯＵＳ業態におきましては、ＳＴＵＤＩＯＵＳ有楽町店、ＳＴＵＤＩＯＵＳ ＴＯＫＹＯ 

梅田店の２店舗がオープンいたしました。当事業年度より開始いたしました、ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ業態にお

いては、ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ ＷＯＭＥＮＳ新宿店、ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ ＭＥＮＳ新宿店、ＵＮＩ

ＴＥＤ ＴＯＫＹＯ 大阪店、ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹＯ ＯＮＬＩＮＥ ＳＴＯＲＥ、ＵＮＩＴＥＤ ＴＯＫＹ

Ｏ ＺＯＺＯＴＯＷＮの５店舗がオープンいたしました。

 以上により、当第２四半期累計期間の売上高は、2,403,933千円、営業利益177,871千円、経常利益171,690千

円、四半期純利益108,685千円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

 当第２四半期会計期間末の資産合計は、2,112,144千円と前事業年度末に比べて164,953千円の増加となりまし

た。これは主に、現金及び預金178,403千円の減少があったものの、たな卸資産146,327千円の増加、建物92,391千

円の増加及び売掛金61,757千円の増加があったためであります。

（負債）

 当第２四半期会計期間末の負債合計は、1,067,062千円と前事業年度末に比べて56,267千円の増加となりまし

た。これは主に、未払法人税等が75,080千円減少したものの、買掛金が178,430千円増加したためであります。

（純資産）

 当第２四半期会計期間末の純資産合計は、1,045,081千円と前事業年度末に比べ108,685千円増加し、自己資本比

率は49.5％となりました。これは、四半期純利益の計上に伴い、利益剰余金が108,685千円増加したためでありま

す。

②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前事業年度末から178,403

千円減少し、673,085千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因

は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における営業活動の結果支出した資金は、24,276千円となりました。これは主に、税引前

四半期純利益の計上171,690千円、仕入債務の増加額178,430千円に対し、売上債権の増加額61,757千円、たな卸資

産の増加額146,327千円、法人税等の支払額136,521千円があったためです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間における投資活動の結果支出した資金は、169,038千円となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出123,834千円、差入保証金の差入による支出40,959千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期累計期間における財務活動の結果得られた資金は、14,911千円となりました。これは主に、短期借

入金の純増額38,380千円及び、長期借入金の返済による支出18,341千円によるものです。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 通期の業績見通しにつきましては、平成27年９月２日付「東京証券取引所マザーズへの上場に伴う当社決算情報

等のお知らせ」で公表しました当期の業績予想から変更はありません。

 今後、当社業績に影響を与える事象が発生した場合には速やかに開示してまいります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（平成27年２月28日） 

当第２四半期会計期間 
（平成27年８月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 851,489 673,085 

売掛金 184,917 246,674 

たな卸資産 394,801 541,128 

その他 46,187 55,586 

流動資産合計 1,477,395 1,516,475 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 217,213 309,604 

その他（純額） 20,426 15,720 

有形固定資産合計 237,639 325,324 

無形固定資産 8,152 10,078 

投資その他の資産    

差入保証金 214,099 252,009 

その他 9,903 8,257 

投資その他の資産合計 224,002 260,266 

固定資産合計 469,795 595,668 

資産合計 1,947,190 2,112,144 

負債の部    

流動負債    

買掛金 310,315 488,745 

短期借入金 261,620 300,000 

1年内返済予定の長期借入金 32,933 19,590 

未払法人税等 136,271 61,190 

賞与引当金 37,737 20,085 

ポイント引当金 18,623 22,233 

その他 196,614 143,535 

流動負債合計 994,114 1,055,380 

固定負債    

長期借入金 16,680 11,682 

固定負債合計 16,680 11,682 

負債合計 1,010,794 1,067,062 

純資産の部    

株主資本    

資本金 37,350 37,350 

資本剰余金 21,350 21,350 

利益剰余金 877,696 986,381 

株主資本合計 936,396 1,045,081 

純資産合計 936,396 1,045,081 

負債純資産合計 1,947,190 2,112,144 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第２四半期累計期間 
(自 平成27年３月１日 

 至 平成27年８月31日) 

売上高 2,403,933 

売上原価 1,183,945 

売上総利益 1,219,988 

販売費及び一般管理費 1,042,116 

営業利益 177,871 

営業外収益  

受取利息 68 

受取配当金 40 

その他 386 

営業外収益合計 494 

営業外費用  

支払利息 619 

上場関連費用 6,032 

その他 24 

営業外費用合計 6,675 

経常利益 171,690 

税引前四半期純利益 171,690 

法人税等 63,005 

四半期純利益 108,685 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

  （単位：千円） 

 
 当第２四半期累計期間 
(自 平成27年３月１日 

 至 平成27年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 171,690 

減価償却費 25,834 

ソフトウエア償却費 1,494 

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,652 

ポイント引当金の増減額（△は減少） 3,610 

受取利息及び受取配当金 △108 

支払利息 619 

上場関連費用 6,032 

売上債権の増減額（△は増加） △61,757 

たな卸資産の増減額（△は増加） △146,327 

仕入債務の増減額（△は減少） 178,430 

その他 △49,110 

小計 112,755 

利息及び配当金の受取額 108 

利息の支払額 △619 

法人税等の支払額 △136,521 

営業活動によるキャッシュ・フロー △24,276 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △123,834 

ソフトウエアの取得による支出 △4,244 

差入保証金の差入による支出 △40,959 

投資活動によるキャッシュ・フロー △169,038 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 38,380 

長期借入金の返済による支出 △18,341 

上場関連費用の支出 △5,127 

財務活動によるキャッシュ・フロー 14,911 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △178,403 

現金及び現金同等物の期首残高 851,489 

現金及び現金同等物の四半期末残高 673,085 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

当第２四半期累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日） 

 当社は、衣料品販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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